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秋田県で見出された肺吸虫の皮下寄生例
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秋田県では，海輪（1939）が県南部の平鹿部大雄村に

おいて1925年より1938年までの間に73例の肺吸虫症を診

療したと記載している．しかし，1959年に同地区で疫学

調査を行なった関は，肺吸虫症が疑われる例を見出すこ

とができず，中間宿主となるザリガニ（P'－０Ｃａ"ｌ６ａｊｗｓ

ｃｍ７恋Z）にもメタセルカリアの寄生を認めなかったこと

などから，同地区の肺吸虫症の流行は終息したと判断す

べきであると述べている（関，1962)．

これらの報告のほかには秋田県では肺吸虫に関する記

載がないところから，少なくとも秋田県内で肺吸虫症に

感染する機会はないものと考えられてきた．

ところが最近，肺吸虫の皮下寄生によると考えられる

腫瘤が６カ月の間隔で２カ所に現われ，いずれも摘出手

術を受けたという症例に遭遇し，その感染源を調べたと

ころ，かつての流行地からはかなり隔たった県北部の仙

北郡西木村の沢で捕獲したサワガニ(rbzaj"。〃ａｅﾉiα""i）

にかなり高率にウエステルマン肺吸虫（PαγαgO7Zi7"Z(Ｓ

ｚﾋﾞﾉGsrc'wza7zZ）のメタセルヵリアの寄生を認め，秋田県

でも野生の生物間には肺吸虫の生活環が存在している事

実を確認することができた．

疑い」と診断され，秋田大学胸部外科に紹介され，12月

８日受診した．そこでは胸部し線検査で右胸膜膣に著明

な胸水の貯留が認められ，胸膜膣穿刺によって多量のや

や禍色調を帯びた漿液の排除を受けた．「穆出`性胸膜炎

ならびに肋骨カリエス」と診断され，某内科病院に紹介

され，ただちに入院，１カ月間の抗結核療法を受けた

が，皮下の腫瘤は縮小する傾向はみられず，胸水も再び

増加してきたため，1976年１月10日秋田大学胸部外科に

入院した．Ｆｉｇ．１は１月12日に撮影した胸部し線写真

である．右下肺野に著しい胸水の貯留が認められるが，

その他の部位には特に異常な所見はない１月21日に皮

下腫瘤の摘出手術を受けている．そのさいの手術記録に

よれば，腫脹した部分の皮膚を肋骨に平行に約15ｃｍ切

開し，第７肋骨約10ｃｍを含めて皮下組織より壁胸膜ま

での全層を広汎に切除したとなっている．１月23ｐに創

問に留置したドレーンより惨出液約350ｍｌの排除を受

けている．惨出液の検査では腫瘍細胞は認められず，白

血球ことに好酸球が主であったという．摘出組織につい

ては，肋骨は正常で，腫瘤の本体は好酸球性肉芽腫であ

るとの病理組織学的検査の報告を受けている．１月3ｍ

に再び前記の内科病院に移され，さらに22日間の抗結核

療法を受けている．

ところが，５月５日に左側腹の腸骨上縁部に前回同様

の腫瘤があるのに気付き，５月12ｐに秋田赤十字病院外

科を訪ずれた．即ロ皮下組織の一部を生検して検査した

ところ，前回同様好酸球』性肉芽腫の所見であった．５月

26日に入院させ，２８日に腫瘤の摘出手術を行なった．皮

膚を腸骨上縁と平行に約10ｃｍ切開し，皮下脂肪組織な

らびに－部筋肉層にひろがる肉芽様の病変部の大部分を

症例

患者：２６歳の男子，秋田市在住

現病歴：1975年12月４ｐ，右側胸部に手瘤大の軽度に

隆起した腫瘤のあるのに気付いた．腫脹した部分の皮層

の色調は正常で，軽度の圧痛があるのみであった．１２月

５日，近所の医師の診察をうけたところ「結核』性膿瘍の

↑秋田大学医学部寄生虫学教室

§秋田赤十字病院

（１）
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Fig.３０uchterlonyplateCentralwell：patient

serum，Ｇｄ：Ｇ'zarhosro7"αaoZo7csi，Ｔｃ：Ｔｏ”ｏ－

ｃａｍｃα"2s，Ａｎ：Ａ"'sαﾊｶﾞｓｓｐ・larva,Ａｓ：Asca7-zs

Zz"）z67-ico2acs，ＡＣ：AJzgios′７０"釦'んＳｃα"ro"c'ｚｓｉｓ

Ｔｓ：T7-iChi7zcZZa妙imJfs,Ｃｓ：αo"０７℃ｈｆｓｓｉ"c7zszs，
Ｅｍ：Ｅｃｈｆ"ococc"s'’2！("ZZoaj血7-2s,Ｄｌ：Ｄ"ﾉiyJ〃

6０ｵﾙｰｶﾞz(ﾉﾌﾞz血ZzZ刀z,Ｄｅ：、"んyZJo6oｵﾙｰZ"ﾌﾞﾉLe7-z"αCCZ，

Ｓｍ：SbhZsZoso"za77zα"so"i，Ｐｗ：ＰＬｚｍｇｏ"i"zzzs

TUcsZc7"za7zi．

唖

して検査したが，いずれの切片にも虫体様の構造物ない

しは虫卯を見出すことができなかった．６月４日に採血

してOuchterlony法により肺吸虫，肝吸虫，マンソン

住血吸虫，広節裂頭条虫，マンソン裂頭条虫，ドロレス

顎口虫，人皿虫，犬蛆虫の各成虫抗原ならびに旋毛虫，

アニサキス，広東住血線虫の各幼虫抗原との反応を調べ

たところ，Ｆｉｇ．３に示した如く肺吸虫抗原とのみ強く

反応した．また，千葉大学寄生虫学教室に依頼した補体

結合反応は，Ｐ・T2'esrc7-"'α，ｚｚ抗原では１：１１２，Ｐ．

,'２１bﾉα之α賊抗原では１：１０２であったとの返事を得てい

る．６月10ロに行なったＰ.…src,-,,2α"Ｚ抗原による皮

内反応では膨疹15×14,発赤35×30ｍｍと陽性であっ

た．６月10日と７月４日に行なった喀疲ならびに糞便の

検査では寄生虫卵を証明していない．末梢血液像の変

動はＴａｂｌｅｌに示した如くであるが，そのうち好酸球

の増加が著しい．しかし，２度目の摘出手術を受けて１

年以上経過した1977年６月30日には５％に低下してい

た．また同日採取した血清について行なったOuchte

rlony法ではＰ､zucs2c,-"zα"Ｚとの間にもはや沈降線が

現われなかった．血清ＩｇＥ値は1976年６月４日には

4,150unit/ｍｌと著しい高値であったが，翌年６月３０日

には295unit/ｍｌと正常値に復していた．しかし，同日

に行なった皮内反応では膨疹14×13,発赤32×32ｍｍ

と前回の計測値とは大差がなかった．

感染源の調査：問診により，患者が1975年７月上旬に

仙北郡西木村の沢で捕獲したサヮガニを数匹生食したと

いうことを聞きだしたので，患者の案内で上記の沢に赴

き，サワガニの採集を行なった．採集したサワガニを磨

砕してペプシン消化を行ない調べたところＦｉｇ．４に示

Ｉ 瀞…

FiglChestroentgenogram（takenatJan，12,

1976）

Ａｄｅｎｓｅｓｈａｄｏｗｉｓｎｏｔｅｄｉｎｔｈｅｒｉｇｈｔｌower

reg1on，ｈｏｗｅｖｅｒｔｈｅｒｅｉｓｎｏｅｖｉｄｅｎｃｅｏｆｎｏdu-

larorr1nRshadowthrouRhoutthelungfields．

Fig.２Subcutaneoustumorshowingthemar-

kedcell-infiltration(mainlyeosinophils）andthe

proliferatedfibroustissuearoundanecrosls．

切除した．摘出した腫瘤の組織所見はＦｉｇ．２に示した

如く，壊死組織を取囲んで高度の細胞浸潤（主として好

酸球）をともなう結合織の増殖である．そのため，寄生

虫性肉芽腫を疑がい精査のために秋田大学寄生虫学教室

に紹介された．

諸検査成績：摘出腫瘤の数カ所より組織標本を作製

（２）
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TablelHaemogramsofpersipheralblood

Classification BandSegmentedEosinophilBasophilMonocyteLymphocyte
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２１，１９７６Firstoperation

29６２８

１２６２８

２７６３１

２８Secondoperation

29１２４９

３０２４１

７２２１

２１１３６

３１５４６
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１
１
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３
３

１
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１
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５
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１
１
１

０
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４
３
４

４
５
１
１
３
４
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Fig.４MetacercariaeobtainedfromPoZα"zolz与したところ，イヌにのみ感染が成立しおよそ65日前後
cZchaa7zZ・

より糞便中に虫卵が検出されるようになった．虫卵は有

したようなメタセルカリアが107匹中５６匹（52.3％）に蓋の左右不対称のものが多かった（Fig.５)．感染後130

検出された．また，１匹あたりの寄生数は１～14個（平日日のイヌの肺より得た成虫をＦｉｇ．６に示した．皮疎

均3.3個）であった．なおそのさい，水源を異にする近は単生で，６本の分岐した卵巣をもっている．成虫なら

<の２カ所の沢からもサワガニを採集して調べたが，そびに虫卵の計測値はＴａｂｌｅ３に示した．これらの値も

れらにはいずれもメタセルカリアは検出されなかった．従来ウエステルマン肺吸虫の計測値として記載されてい

Table2にはメタセルカリア各部の計測値を示した．るものにほぼ一致する．

これらの値はこれまでに報告されているウエステルマン診断：上記の諸種の検索結果から，本症例はサワガニ

肺吸虫のメタセルカリアの計測値とほぼ一致する．さらＰｂ′α"z・〃ａｅｈａａ，Ｈ２寄生のメタセルカリアの燕下によつ

にメタセルカリアをイヌ，ラット，ハムスターに経口役て起こったウエステルマン肺吸虫、、go"z"zzfsz(ﾉes2e7-‐

Table２Measurementsofmetacercariaeobtainedfrom

freshwatercrabs（ｉｎｍｍ）

Partsmeasured ＲａｎＲｅ Ｍｅａｎ

Size

Body

Oralsucker

Ventralsucker

Stvlet

０．３５９－０．４５７×0.382-0.438

0.910-1.185×0.382-0.438

0.100-0.112×0.096-0.106

0.129-0.158×0.124-0.149

0.023-0.033×０．００６－０．００７

０．４０６×０．４００

１．０３１×０．４２３

０．１０５×０．０９９

０．１４０×０．１３５

０．０２８×０．００６

３）
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いずれも稀な疾患である．ことに東北地方からの報告は

きわめて少なく，著者らの知る限りでは岩手県の男子の

腹部および頬部の皮下より摘出された顎ロ虫と思われる

もの（大鶴ら，1974)，青森県の男子の左第５指より摘

出された大平肺吸虫と思われるもの（山口ら，1974)，

そして著者らが最近東北大学第一病理からの依頼で同定

した宮城県の女子の右大腿部より摘出されたマンソン孤

虫（未発表）など数例にすぎない．

本症例についても上記３種の寄生虫疾患を疑がつたの

であるが，緒言にも述べたように，近年秋田県からの肺

吸虫症の報告は見られず，著者らがそれまでに秋田県内

の数地区で採集したモクズガニやサワガニにも肺吸虫の

メタセルカリアは見出していないなどのことからはじめ

肺吸虫とは考えていなかった．しかし，Ouchterlony法

では肺吸虫抗原とのみ反応し，しかも肺吸虫抗原による

補体結合反応で高い抗体価を示すという全く予想に反す

る結果を得た．

ついで，患者が発症約５カ月前にサワガニを生食して

いるということから，最近京浜地方で問題になっている

蛍西

鋳

Ｆｉｇ．６Adultwormobtainedfromthedog・ 宮崎肺吸虫症の可能性が強いと考えた．すなわち，Ｋａ‐

Table３Measurementsofadultwormsrecoveredfrom

experimentallyinfectedｄｏｇｓ（ｉｎｍｍ）

ＭｅａｎPartsmeasured Range

Size

Oralsucker

Pharynx

Ventralsucker

Ovary

Testes

Eggs6nfeces）

８．４－１０．３×４．３－５．３

０．５５－０．６２×０．８１－０．８４

０．２９－０．３４×０．３８－０．４０

０．６５－０．７６×０．７１－０．７８

１．３－１．５×０．７９－０．８７

０．９８－１．２×０．６－０．６３

０．６５－０．７２×０．４４－０．７３

０－０７５－０．０８７×0.042-0.059

９．３４×４．７４

０．５８×０．８２

０．３２×０．３９

ｑ７１×０．７４

１．３８×０．８３

１．０９×０．６２

０．６９×０．５９

０．０８３×0.048

，"α"ｚの皮下寄生と判断した．

臨床経過：７月１日よりBithionol（Bithin）－ロ量

1,600ｍｇ隔日として投与したが,副作用が強いため患者

は１日服用しただけで中止している．しかし，２回目の

手術後１年以上経過した５月30日まで摘出部および他の

部に腫瘤の出現はみられておらず，血液像からも好酸球

が正常に復しており，体内には虫体が残存している可能

,性は少ないと思われる．

考察

皮層に限局性腫脹を生ずる寄生虫疾患としては顎口虫

症，マンソン孤虫症，肺吸虫症などが知られているが，

ｍｏｃＺａＺ．（1961）の宮崎肺吸虫についての報告以後は

サヮガニからウエステルマン肺吸虫のメタセルカリアを

検出したという報告は川島ら（1967）の１編をみるのみ

であり，サワガニに寄生するのは宮崎肺吸虫のメタセル

カリアのみであるかのどとき観念が一般化しているこ

と，さらにまた,サワガニよりウエステルマン肺吸虫が感

染したとする確実な報告がほとんどないなどの理由から

であった．また，初診時の肺のし線所見では右胸膜腔内

に著明な胸水の貯留が認められるにもかかわらず，肺野

にはウエステルマン肺吸虫症にかなり特徴的な虫襄様の

陰影が認められなかったという点も宮崎肺吸虫症を疑が

（４
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わせるもう一つの証拠と考えた．すなわち，山口(1958）

がウエステルマン肺吸虫の皮下寄生例を報告した中で，

自験例ならびに過去の記載例をもとに，皮下寄生例には

通常肺にも病変が認められると考察していること，さら

にまた，気胸または胸水貯留などの所見は宮崎肺吸虫症

の主要症状であるなどのためである（横川ら，1974)．

この予測も誤まりであり，ウエステルマン肺吸虫症であ

ったことは前述の如くである．

以上のように，本症例の診断が確定するまでに二転三

転したのは本症例がいわば通説となっている事柄と合致

しない点を多く備えていたためであった．いずれにせ

よ，本症例の病因をつきとめる端緒となったのが免疫反

応であった．好酸球性膿瘍ないしは肉芽腫の多くは寄生

虫による病変と見微すことができるが，虫体ないしはそ

の破壊物，または虫卵などを病変部または他の可検物に

検出できなければ，病原寄生虫の種類はもとより，寄生

虫性病変と断定することすらも祷曙せざるを得ない．こ

のような例での免疫反応は診断の根拠を与える有力な手

段と思われる．

ところで最近，本来野生の生物間で生活環を形成して

いるところに人間がたまたま介入して発見されるという

人畜共通寄生虫病が相次いで報告され，多大の関心を集

めていることは周知の如くである．本症例もまた自然界

に存在していたウエステルマン肺吸虫の生活環の中に加

わることによって起きたものと理解される．

肺吸虫（ﾊﾉｰαgo"i""`ｓｍｅｓＺｅ７"Jα"i）と同定された．

それ故，本症例はサワガニから感染したウエステルマ

ン肺吸虫の皮下寄生と考えられた．
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結語

秋田市在住の26歳の男子の右側胸部および左側腹部の

２カ所に現われた腫瘤が病理組織学的に好酸球性肉芽腫

であったことから，寄生虫性疾患を疑がい各種蠕虫抗原

と免疫反応を試みたところ，肺吸虫抗原とのみ強く反応

した．

さらに，患者が生食したというサワガニ（PbZα''2olz

cJehαα"i）と同じ場所で採集したサワガニを調べたとこ

ろ，52.3％に肺吸虫のメタセルカリアの寄生が認めら

れ，さらにそれをイヌに経口投与して成虫および虫卵を

得ることができた．得られたメタセルカリア，成虫およ

び虫卵の形態ならびに各部の計測値からウエステルマン

（５）
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j Abstract I

A CASE OF SUBCUTANEOUS INFECTION WITH LUNG FLUKE,

PARAGONIMUS WESTERMANI, IN AKITA PREFECTURE, JAPAN

Toshio SUZUKI, Shigekazu TANI, Kazuto ISHIDA

Yasumasa OHMORI

(Department of Parasitology, Akita University School of Medicine,

Akita City, Japan)

Michiyoshi SUGAWARA and Akio BANZAI

{Akita Red Cross Hospital, Akita City, Japan)

The subcutaneous tumors which occurred in the lower right breast and the lower left

abdomen were surgically removed twice at an interval of 6 monthes from a 26-year-old man, a

resident of Akita City.

By histopathological examination of the extirpated tumors and serological tests of the

patient serum it was ascertained that the tumors were produced by the infection of lung fluke,

Paragonimus zvestermani. Infection was probably aquired by eating raw fresh water crab,

Potamon dehaa?ii, caught at a north mountainous area of Akita Prefecture.

( 6 )




